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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年5月22日(2008.5.22)

【公開番号】特開2005-196970(P2005-196970A)
【公開日】平成17年7月21日(2005.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2005-028
【出願番号】特願2003-434837(P2003-434837)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/66     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/02    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｍ   4/04    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/38    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/66    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ  10/40    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月3日(2008.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非水電解質二次電池用負極の製造方法であって、
　（ａ）集電体を準備する工程と、
　（ｂ）真空中で、リチウム吸蔵性を有する元素を、前記集電体の主面に垂直な方向から
角度ω（０°＜ω＜９０°）だけ傾けて前記集電体の主面に入射させることによって、前
記集電体上に前記元素を含む薄膜を形成する工程と、
　を有することを特徴とする非水電解質二次電池用負極の製造方法。
【請求項２】
　前記元素がＳｉである請求項１に記載の非水電解質二次電池用負極の製造方法。
【請求項３】
　前記工程（ｂ）が、ＣＶＤ法（化学気相反応法）、スパッタリング法および真空蒸着法
から選ばれる少なくとも１つの方法によって行われる請求項１または２に記載の非水電解
質二次電池用負極の製造方法。
【請求項４】
　前記工程（ｂ）が、蒸発源として前記元素を用い、真空蒸着法により、前記集電体上に
前記元素を含む薄膜を形成する工程である請求項１または２に記載の非水電解質二次電池
用負極の製造方法。
【請求項５】
　前記角度ωが、２０°以上、かつ、７６°以下である請求項１～４のいずれかに記載の
非水電解質二次電池用負極の製造方法。
【請求項６】
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　前記工程（ｂ）において、前記角度ωを増加させながら前記元素を配置する請求項１に
記載の非水電解質二次電池用負極の製造方法。
【請求項７】
　前記工程（ａ）と前記工程（ｂ）との間に、さらに、
　（ｃ）前記集電体上に下地層を形成する工程
　を有する請求項１に記載の非水電解質二次電池用負極の製造方法。
【請求項８】
　前記集電体の表面には突起が形成されている請求項１～７のいずれかに記載の非水電解
質二次電池用負極の製造方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の非水電解質二次電池用負極の製造方法に、さらに、正
極を準備する工程、および、セパレータを準備する工程を有する非水電解質二次電池の製
造方法。
【請求項１０】
　リチウムを可逆的に吸蔵および放出できる非水電解質二次電池用負極であって、
　集電体と、前記集電体上に配置された薄膜状の負極材料とを含み、
　前記負極材料は、リチウム吸蔵性を有する元素を含む結晶粒を含み、
　前記結晶粒の長軸方向が、前記薄膜状の負極材料の主面に垂直な面に対して傾斜してい
ることを特徴とする非水電解質二次電池用負極。
【請求項１１】
　前記長軸方向と前記垂直な面とが成す角度θが、１０°～５０°の範囲である請求項１
０に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項１２】
　前記結晶粒が、略柱状である請求項１０に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項１３】
　前記結晶粒が一定方向に湾曲している請求項１２に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項１４】
　前記元素がケイ素である請求項１０に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項１５】
　前記集電体と前記負極材料との間に、下地層がさらに配置されている請求項１０に記載
の非水電解質二次電池用負極。
【請求項１６】
　前記集電体の表面および前記下地層の表面から選ばれる少なくとも１つの表面における
ＪＩＳ　Ｂ　０６０１（１９９４）に規定の平均表面粗さＲａが、０．０１μｍ～１μｍ
の範囲である請求項１０～１５のいずれかに記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項１７】
　請求項１０～１６のいずれかに記載の非水電解質二次電池用負極と、リチウムを可逆的
に吸蔵および放出できる正極と、リチウム伝導性を有する電解質とを含む非水電解質二次
電池。
【請求項１８】
　リチウムを可逆的に吸蔵および放出できる非水電解質二次電池用負極であって、
　集電体と、前記集電体上に配置された薄膜状の負極材料とを含み、
　前記負極材料は、リチウム吸蔵性を有する元素を含む粒を含み、
　前記粒の長軸方向が、前記薄膜状の負極材料の主面に垂直な面に対して傾斜しているこ
とを特徴とする非水電解質二次電池用負極。
【請求項１９】
　前記長軸方向と前記垂直な面とが成す角度θが、１０°～５０°の範囲である請求項１
８に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項２０】
　前記粒が、略柱状である請求項１８に記載の非水電解質二次電池用負極。
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【請求項２１】
　前記粒が一定方向に湾曲している請求項２０に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項２２】
　前記元素がケイ素である請求項１８に記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項２３】
　前記集電体と前記負極材料との間に、下地層がさらに配置されている請求項１８に記載
の非水電解質二次電池用負極。
【請求項２４】
　前記集電体の表面および前記下地層の表面から選ばれる少なくとも１つの表面における
ＪＩＳ　Ｂ　０６０１（１９９４）に規定の平均表面粗さＲａが、０．０１μｍ～１μｍ
の範囲である請求項１８～２３のいずれかに記載の非水電解質二次電池用負極。
【請求項２５】
　請求項１８～２４のいずれかに記載の非水電解質二次電池用負極と、リチウムを可逆的
に吸蔵および放出できる正極と、リチウム伝導性を有する電解質とを含む非水電解質二次
電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　次に、本発明の非水電解質二次電池用負極の製造方法は、
　（ａ）集電体を準備する工程と、
　（ｂ）真空中で、リチウム吸蔵性を有する元素を、前記集電体の主面に垂直な方向から
角度ω（０°＜ω＜９０°）だけ傾けて前記集電体の主面に入射させることによって、前
記集電体上に前記元素を含む薄膜を形成する工程と、
　を有することを特徴としている。
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